
 

全トヨタ労連 ２９期（前）統一テーマ 経過報告シート 桜井 Gグループ 

産業目線 

 

目線区分 産業目線 

取り組み項目 ④産業道路環境 

テーマ アクセス道路の整備 

前回まで 

取り組み状況 

・平成 30 年度会派の国への要望活動⇒平成 30 年 10 ⽉古本代議⼠を通じて国⼟交通省⽯井⼤⾂（当時）への国直轄 
事業への予算措置要望⇒6 ⽉ 8 ⽇豊⽥北バイパス平⼾⼤橋の早期開通により慢性的な朝⼣の通勤渋滞緩和を実現 

今回 

組織内議員の 

具体的取り組み 

１．会派として２０２０年度に向けた政策要望を豊⽥市⻑へ 
提出 

・都市機能を⾼める道路整備への取組として主要幹線道路の 
整備並びに接続する市道の整備を要望 

 
２．会派で古本代議⼠を通しての国への要望活動を実施 

①国道１５３号豊⽥北バイパス早期整備 
・産業団地拡幅事業である花本産業団地へのアクセス性向上 
②国道１５５号豊⽥南バイパス早期整備 
・製造⼯場間の物流と⾼次救急医療施設へのアクセスの効率化 

 
３．各議会での幹線道路整備関連事業に対する事業促進に向けた 

質問を実施。 
 ・道路整備⼯事議案への現地確認、国県補助⾦の有無、周辺 
  環境へ 
  の配慮等の質疑。 

【図や活動の様子が分かる写真など】 
 

１．令和元年８⽉２７⽇（⽕） 
豊⽥市太⽥市⻑へ要望書 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
２．令和元年１１⽉１１⽇（⽉） 

国⼟交通省 道路局    財務省 
企画課 丹⽻課⻑へ提出  太⽥主計局⻑へ提出 
 
 
 
 
 

今後の取り組み 

・国や豊⽥市への要望活動を継続して⾏うための準備。 
・要望した内容に関する事業促進を図るため各議会での質問を実施する。 

報告回 
＃２政治センター幹事会 

（１月度） 

＃３政治センター幹事会 

（５月度） 

＃４政治センター幹事会 

（８月度） 

豊田市 所属議員 古木、作元、中村、塩谷、吉野、日當、鈴木、中尾、倉山、山本 



 

全トヨタ労連 ２９期（前）統一テーマ 経過報告シート 桜井 Gグループ 

組合員目線 

 

目線区分 組合員目線 

取り組み項目 ①交通安全 

テーマ 高齢者及び歩行者保護モデルカー活動への取組 

前回まで 

取り組み状況 

・令和元年度９⽉議会補正予算において、⾼齢者運転者所有⾞両への後付け安全運転⽀援装置取付補助⾦創設を実現 
・安全運転のけん引役を担うよう継続した「歩⾏者保護モデルカー」委嘱事業所等の拡⼤。５０事業所(令和元年１２⽉末) 

今回 

組織内議員の 

具体的取り組み 

１．⾼齢者の交通安全への取組 
  (1)⾼齢者免許更新時の利便性向上への取組 
   ・75 歳以上の運転者が運転免許更新時に受検する認知機 

能検査を市役所⽀所で受検できるよう、愛知県警察と 
「認知機能検査の委託に関する契約」を締結 
警察署に加え令和元年 12 ⽉から⼩原⽀所、稲武⽀所で 
実施し⾼齢運転者の負担軽減や利便性の向上を図る。 

  (2)⾼齢者交通事故撲滅に向けた取組 
   ・豊⽥警察署や交通安全学習センターと連携して⾼齢者 

 団体代表者を招集し死亡事故並びに人身事故が多発し
ている交差点を移動して特徴等を解説し現場講習会を
実施。事故防止への実施状況を現地確認 

２．「歩⾏者保護モデルカー」活動への取組 
  (1)市内事業所に対しての啓発活動 
  (2)随時職場⼊りの際に組合員役員の皆さんへ「歩⾏者保護 

モデルカー」活動の理解促進のための説明と市⺠向け 
「歩⾏者保護モデルカー」ステッカーの配布を実施 

【図や活動の様子が分かる写真など】 

１．⾼齢者の交通安全への取組 
  (2) 令和元年 11 ⽉ 27 ⽇ 

⾼齢者死亡事故現場 
移動講習会の現場で 

    参加者が熱心に説明を 
聞いている様子 

 
２．「歩⾏者保護モデルカー」活動 
・豊⽥市交通 

安全市⺠⼤会 
にての歩⾏者 

 保護モデルカー 
 活動委嘱式の 
 様子   ⇒ 
 
 
・委嘱事業所⽤ステッカー、市⺠向けステッカー２種類 
 
 
 
 
 

今後の取り組み 
・各議会での⾼齢者の交通安全に関する条例議案や事業に対する質疑の実施による実効性を⾼める。 
・「歩⾏者保護モデルカー」活動への取組を継続して⾏う。 

 

報告回 
＃２政治センター幹事会 

（１月度） 

＃３政治センター幹事会 

（５月度） 

＃４政治センター幹事会 

（８月度） 

豊田市 所属議員 古木、作元、中村、塩谷、吉野、日當、鈴木、中尾、倉山、山本 


